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特集　まち協紹介

～自治組織・まち協の取り組み～

みんなでつくる明るい地域

各まちづくり協議会長と集落支援員、事務長、役場地域担当職員を紹介します。
各協議会の主な取り組みをＰ4にまとめてありますのでご覧ください。
地域住民のみなさんと一緒につくる「まちづくり協議会」です。今年度もご協力よろし
くお願いします。

日
野
上

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

七瀬　英夫
会長（H22年度～）

地域担当職員
尾古　真衣（教育委員会）

地域担当職員
長谷部　弥生（保育園）

地域担当職員
浅野　康紀（教育委員会）

地域担当職員
中嶋　玄大（建設課）

事務長
松本　智子

集落支援員
安達　茂樹

山
上

ま
ち
づ
く
り
の
会坪倉　幹也

会長（H29年度～）

地域担当職員
山田　祐志（企画課）

地域担当職員
岡本　健太（農林課）

地域担当職員
北垣　祐輔（日南病院）

地域担当職員
島山　亮子（住民課）

事務長
山本　美砂緒

集落支援員
島山　健治

阿
毘
縁

む
ら
づ
く
り
協
議
会

荒金　敏文
会長（H30年度～）

地域担当職員
塚田　尚矢（農林課）

地域担当職員
牧　　恭平（企画課）

地域担当職員
石倉　嘉寛（農林課）

地域担当職員
川上　知也（総務課）

事務長
藤原　幸子

集落支援員
遠藤　一男

大
宮

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

地域担当職員
田淵　九大（建設課）

地域担当職員
花倉　順也（総務課）

地域担当職員
相見　正章（建設課）

地域担当職員
都田　慎也（建設課）

事務長
西村　幸治

集落支援員
濱田　秀博

多
里
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会

榎尾　稔正
会長（H28年度～）

地域担当職員
吉田　博一（農林課）

地域担当職員
坪倉　昂平（住民課）

地域担当職員
高橋　啓二（住民課）

地域担当職員
古川　則仁（企画課）

事務長
秋末　道江

集落支援員
下本　隆司

石
見

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

吉澤　晴美
会長（H26年度～）

地域担当職員
手嶋　孝夫（住民課）

地域担当職員
新田　智香（住民課）

地域担当職員
森田　正明（建設課）

地域担当職員
宇田　聖子（教育委員会）

事務長
中村　美由紀

集落支援員
長澤　均

福
栄

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

田邊 克文
会長(H28年度～)

地域担当職員
長谷川健一朗（建設課）

地域担当職員
田邊　良太（総務課）

地域担当職員
田中　美咲（住民課）

地域担当職員
西田　耕一（建設課）

集落支援員
末次　卓也

事務長
蘆尾　沙也香

集落支援員
田邊　哲郎

田邊　次良
会長（H30年度～）
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特集　まち協紹介

令和元年度各まちづくり協議会の取り組み
日野上まちづくり協議会

○地域資源の魅力を引き出す　歴史遺産の伝承・保全活動
○銀杏夜会などで、日野上地域の魅力を発信する
○SNSによる日野上、日南町周辺エリアの情報発信
○支え愛ネットワークの構築による、地域の防災・防犯活動、
　災害への備え、啓発活動　など

阿毘縁むらづくり協議会
○コミュニティーカフェの開設
○散策道の管理、整備
○盆行事や文化祭の実施
○ひな祭会の実施　など

山上まちづくりの会
○ヒメボタルのおもてなし活動や関連する各種活動
○山上盆踊り大会、文化祭の開催
○山上地域の防災組織の結成と防災計画の策定
○大草山登山や登山道の整備　など

大宮まちづくり協議会
〇里山まつり、大宮十五夜の開催
〇たたら文化の保存活動
〇印賀川土手桜の手入れ
〇避難訓練の実施、避難所運営マニュアルの作成　など

石見まちづくり協議会
○奥日野五山・大倉山登山への対応
○交通安全・悪徳商法に対する講演会の開催
○水仙の維持、花水木ロードの管理
○ウォーキング大会の開催　など

多里まちづくり推進協議会
〇火祭り多里是好日の充実
〇伝承芸能継承支援(かしらうち・旧盆踊り)や団体の育成
〇地域づくり等の講演会･勉強会･遊四季多里による星の観察
〇まち協の動きや地域からの情報発信
　（facebook・中海TV・新聞等）　など

福栄まちづくり協議会
○天体界道ウォーキング、文化祭｢なんでも・あり～の｣の開催
○福栄星空観望会の開催
○各地美化活動の実施
○支え愛ネットワーク事業の推進　など
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令和元年度  お世話になります
自治会長のみなさん
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自治協議会・自治会長合同会議の報告

　昨年の豪雨災害において、町対策本部と地域対

策本部の情報共有や指示対応について指摘もあ

り、それらの課題に対して、配備体制と伝達系統

の見直しを進めています。提案いただいた災害専

用ダイヤルについては、情報系統の基準を設ける

ことで従来の連絡先（82-1111）で対応が可能で

あると考えています。　

令和元
年度

　自治協議会 (各まちづくり協議会等会
長)と各自治会長が出席し、｢自治協議
会・自治会長合同会議｣を５月28日、文
化センター多目的ホールで開催しました。
町民の安心安全な暮らしの推進を目指し
年に一度開催しており、地域からの提案
やご意見に回答したり、町の今年度事業
を各課から報告し、意見交換を行いまし
た｡今後、皆さんの声を聞かせていただ
く機会として、各地域でまちづくり懇談
会等も開催されますので、ぜひお気軽に
ご参加ください。

○災害対策について
■担当：総務課

　日南安心キットのご案内の個人通知を、65歳到

達月の前月に送付する介護保険被保険者証の交付

に同封し案内しています。地域支え愛ネットワー

ク活動で、全戸アンケートを実施した地域ではア

ンケートで支援を要望された方に個別の聞き取り

訪問時に日南安心キットの設置・手入れを行って

います。また、地域支え愛ネットワーク活動の役

員会、研修、地域の集まりに出向く「出前講座

隊」の講座メニューにも加えていますが、今後も

出向いて周知に努めます。

○緊急医療情報キットについて
■担当：福祉保健課

　鳥取県内で点検を行ったため池のうち｢応急措置

が必要と判断されたため池｣が5箇所確認されまし

た。5箇所については、対応の検討を進めていま

す。日南町では、136箇所のため池点検を県と町

で行いましたが、応急措置が必要なため池はあり

ませんでした。

○緊急ため池点検調査結果について
■担当：建設課

　現在、地域へ帰る2便について路線上でのフリー降車を実施していますが、ドア・トゥ・ドアの実施には

至っていない状況です。まちづくりアンケート等においても要望は多く引き続き検討していきますが、現

状ではタクシー助成の活用をお願いします。なお、現在の運行では限界もあることから、地域での共助に

よる解決策についても一緒に検討をお願いします。

○交通弱者への改善について ■担当：企画課

　配布物については、広報にちなんへの掲載や折

り込みなど省力化に努めているところですが、月

によってはお知らせが集中することもあります。

ホームページ等への掲載により紙媒体の見直しも

検討中ですが、現状では紙による広報が好まれて

いることからもご理解をお願いします。

○町配布物の集約化について
■担当：企画課
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農業委員会　新体制発足！
　日南町では前任の農業委員の任期満了に伴い、５月19日に新しい体制での農業委員会が発足しま
した。新体制では、農地の売買や借地等の法令審議を行う「農業委員」10名と、主に農地の適切な
利活用を推進する「農地利用最適化推進委員会」９名がお互いに連携し、“農地”の問題に取り組
んでいきます。
　任期は農業委員が令和４年５月18日までの３年間で、農地利用最適化推進委員は農業委員の任期
満了の日までです。

足立進也
青戸勝美
坪倉幹也
糸田川啓
丸山栄人
田邊智寛
梅林　剛
福田英夫
藤原恵司

（笠木･福寿実）

（福万来･茶屋･佐木谷）

（河上･宮内･矢戸･上三栄･
　下三栄･丸山･霞･生山）

（阿毘縁･下阿毘縁）

（河上･宮内･矢戸･上三栄･
　下三栄･丸山･霞･生山）

（花口･神戸上･上石見）

（中石見･下石見･三吉）

（折渡･印賀･宝谷･菅沢）

（福塚･神福･豊栄）

（多里･湯河･新屋･萩原･
　上萩山）

稲田洋子
吉川　保
天崎直幸

岩田　正
梅林　操

奥迫靜子
内田章久
加藤幸児
淺田昭弥
絹谷澄雄

写真は左より（敬称略）

写真は左より（敬称略）

（阿毘縁地域）

（山上地域）

（山上地域）

（多里地域）

（石見地域）

（石見地域）

（日野上地域）

（福栄地域）

（大宮地域）

詳しくは、本誌と一緒に配布しています
農業委員会会報「いなほ69号」をご覧く
ださい。
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うめばやし つよし

うちだ あきひさ

かとう こうじ

あさだ あきや

あだち しんや

あおと かつみ

つぼくら みきや

いとたがわ けい

まるやま ひさと

たなべ ともひろ

ふくだ ひでお

ふじはら けいし

きぬたに すみお

きっかわ やすし
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主任保健師

坪倉 洋子 365

屋内にいても要注意!!

令
和
元
年
度
の
地
区
保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す

令
和
元
年
度
の
地
区
保
健
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　地
区
保
健
委
員
は
、
町
内
33
自
治
会
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
す
。
現
在
51
名
の

地
区
保
健
委
員
が
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
数
回
の
研
修
会
、
住
民
検
診
の
お
さ
そ
い
や
、
「
住
民
主
体
の
集
い
」
な
ど
の

参
加
呼
び
か
け
、
健
康
教
室
の
企
画
等
が
主
な
活
動
内
容
で
す
。

地
区
保
健
委
員

自
治
会

青
砥

　慶
幸

河

上

内
田

　裕
子

福
寿
実

坪
倉

　千
春

佐
木
谷

坪
倉
富
美
子

福
万
来

新
田

　律
子

花

口

丸
山
ひ
と
み

三

吉

見
田
砂
由
利

福

塚

西
村

　純
子

神
福
上

高
平

　典
子

（
敬
称
略
）

豊

栄

粟
田
智
恵
美

折

渡

段
塚

　芙
美

印

賀

佐
藤

　俊
作

宝

谷

白
根
由
佐
子

菅

沢

杠

　
　敦
美

上
萩
山

大
柄

　瑞
穂

上
三
栄

井
川

　瑞
江

三

栄

平
岡

　順
子

丸

山

井
川
美
代
子

塚
原

　文
子

宮

内

足
立

　知
美

石
橋
加
寿
美

石
倉
早
百
合

丸
山

　恵
子

阿
毘
縁

入
澤

　眞
澄

和
田
み
ど
り

矢

戸

長
谷
川
律
子

田
邊
真
智
子

多

里

西
村

　
　理

西
村
八
代
美

萩

原

柴
田

　篤
子

太
田

　初
枝

神
戸
上

吉
澤
美
津
恵

後
藤

　峰
子

上
石
見

伊
田

　玅
子

矢
田
貝
ひ
ろ
み

中
石
見

田
邊
佳
代
子

上
田

　千
幸

神
福
下

太
田

　道
枝

山
形

　京
子

下
石
見

山
浦
美
知
子

中
村

　玲
子

湯

河

田
中

　貞
美

相
見

　和
子

新

屋

稲
垣

　智
里

長
尾

　千
草

　霞

　
西
下

　明
美

佐
々
木
裕
子

生

山

岸
本
八
恵
子

坪
倉
有
希
子

茶

屋

島
山
八
重
子

西
村

　雅
司

笠

木

～みんなで声をかけ合って、
　　　　　　　　熱中症を予防しましょう〜

　日ごとに気温や湿度が上がり、熱中症を起こしやすい季節を迎えました。
　昨年度は、｢猛暑・酷暑｣といわれるほど全国的に暑く、熱中症を｢災害｣として対応す
るほど生活に影響を与えました。鳥取県の発生状況は、過去最高気温が24年ぶりに更新
となり、熱中症で救急搬送された人は594人(昨年度に比べ1.45倍増加)。そのうち65歳以
上の高齢者は313人(52.7％)と深刻な状況でした。発生場所で一番多かったのは家の中で、

全体の約30％を占めていました｡
　「熱中症は屋外で発生するもの」と思っていませ
んか？熱中症は、炎天下で発生しやすいイメージが
あるかもしれませんが、実は家の中など屋内での発症が一番多いのです。鳥取県では、昨
年度、高齢者で発生された人のうち、48％が家の中での発生でした。特に高齢の方は家
の中でも油断せず、風通しを良くして、のどが渇く前にこまめに水分補給をしながら、熱
中症を予防しましょう。

屋内熱中症の予防方法
■部屋の温度、湿度を測りましょう
　⇒室温30℃、湿度60～70％を超えると屋外にいるのと同じくら
　　い熱中症にかかる危険性が高くなります。いつも、温度計、
　　湿度計を目に届く位置に置きましょう。
■エアコン、扇風機を上手に利用しましょう
　⇒節電しすぎず、室内が温度28℃、湿度60％以下になるようエ
　　アコン、扇風機、換気などで調整しましょう。
■部屋の風通しを良くしましょう
　⇒部屋が高温多湿にならないように換気をしましょう。
■こまめに水分補給をしましょう
　⇒のどが渇いていなくても、こまめに水分補給をしましょう｡
■涼しい服装で過ごしましょう
■家族･地域で声をかけあいましょう
　⇒高齢の人や小さな子どもは、自分で暑さやのどの渇きに気づ
　　きにくいことがあります。周りの人が気にかけ、声をかけ合
　　いながら予防しましょう。出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル」より
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　男
女
共
同
参
画
視
点
か
ら
、
「
共
生
」
。

み
ん
な
が
共
に
生
き
る
社
会
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
男
女

共
同
参
画
っ
て
何
だ
ろ
う
。
す
べ
て
の
人

が
多
様
な
活
動
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
方
法
と
考
え

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
ク
イ
ズ

と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
学
び
ま
し
た
。
家
庭
の

環
境
づ
く
り
「
幸
せ
創
生
」
が
大
切
だ
と

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
、

〇
男
女
共
同
参
画
＝
女
性
の
暮
ら
し
や
す

さ
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日

の
話
を
聞
い
て
主
人
が
子
育
て
や
家
事
へ

の
参
加
を
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と

い
う
視
点
に
気
づ
き
ま
し
た
。
女
性
も
男

性
も
一
緒
に
し
な
い
と
、
で
は
な
く
個
々

の
力
を
発
揮
し
な
が
ら
よ
り
よ
く
で
き
た

ら
と
思
い
ま
し
た
。

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
の
グ
ラ
フ
で
、
家
事
に
参

加
し
て
い
る
男
性
が
多
い
こ
と
に
驚
く
。

男
女
共
同
参
画
、
自
治
会
も
職
場
も
家
庭

も
そ
の
人
個
人
の
思
い
が
あ
れ
ば
良
い
が
、

女
性
の
中
に
は
参
加
を
こ
ば
む
方
も
ま
だ

多
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
男
女
や
老

若
な
ど
関
係
な
く
、
誰
も
が
柔
軟
な
考
え

で
気
軽
に
動
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
な

る
と
い
い
な
と
思
う
。

〇
男
女
共
同
参
画
は
難
し
い
と
あ
き
ら
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
感
じ
て
い

る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
ず
い

て
い
る
こ
と
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

出
し
合
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ

に
向
け
て
具
体
的
に
実
行
で
き
る
こ
と
を

見
つ
け
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
社
会
も
地
域
の
仕
組
み
の

整
備
な
ど
も
大
切
で
す
が
。

第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

第
３
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
男
女
共
同
参
画
」

鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
よ
り
ん
彩

　
　
　
　
　
　大
田

　雅
子
さ
ん

　「
息
子
に
日
本
一
の
ク
シ
カ
ツ
を
熱
々

で
食
べ
さ
せ
た
い
。
」
旅
好
き
、
グ
ル
メ

好
き
の
お
父
さ
ん
が
夢
を
持
っ
た
。
息
子

さ
ん
は
外
出
が
難
し
い
。
そ
の
店
は
行
列

必
至
の
有
名
店
。
な
か
な
か
叶
わ
ず
、
20

年
。
ふ
と
、
目
に
し
た
Ｂ
Ｓ
Ｓ
テ
レ
ビ

「
生
た
ま
ご
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
！
あ
な
た
の
夢
を

叶
え
ま
す
」
な
ん
と
当
選
！
い
ろ
ん
な
人

の
思
い
や
夢
が
交
錯
し
な
が
ら
、
実
現
し

て
い
く
過
程
を
ビ
デ
オ
を
交
え
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
で
で
き
る
支
援

は
何
か
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
。

日

　時

　７
月
４
日(

木)

　18
時
30
分
〜
20
時

会

　場

　人
権
セ
ン
タ
ー

　日
常
生
活
の
困
り
ご
と
、
人
権
問
題
、

行
政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
一
切

秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
無
料
で
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

日

　時

　７
月
12
日(

金)

　９
時
〜
12
時

場

　所

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

  

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２

－

０
０
７
６

　鳥
取
県
が
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
目

指
し
て
昭
和
45
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
期

間
中
、
県
や
各
市
町
村
で
は
講
演
会
や
研

修
会
な
ど
様
々
な
人
権
の
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
障
が
い
者
の
人
権
」

「
我
が
子
の
笑
顔
を
見
る
た
め
に
」

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
＆

　
　
　
　
　
　ハ
ッ
ピ
ー
ワ
ー
ク
」

日
南
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
４
度
完
走

　
　
　
　倉
吉
市
在
住

　前
田
純
一
さ
ん

〜
大
阪
の
人
気
串
カ
ツ
店
を

　
　
　
　
　自
宅
に
呼
び
た
い
〜

〜
幸
せ
創
生
物
語
〜

７
月
10
日（
水
）〜
８
月
９
日（
金
）は

「
部
落
解
放
月
間
」で
す

７
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談
の

ご
案
内
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外国語指導助手
クラークの Happy Column

◆
手
芸
（
木
目
込
み
、
押
し
絵
）
が
お
得
意
で
、
講
師
と
し
て
他
地
域
へ

出
か
け
ら
れ
、
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　４
年
前
の
冬
に
、
ま
ち
協
事
務
長
さ
ん
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
か
ら
冬
季
間
に
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
手
芸
講
習
会
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
市
販
の
キ
ッ
ト
を
使
っ
た
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

一
冬
に
４
回
程
行
い
、
み
な
さ
ん
が
仕
上
げ
た
作
品
は
、
そ
の
地
域
の
文

化
祭
に
出
展
し
て
い
ま
す
。
作
品
数
を
こ
な
さ
れ
る
度
に
上
達
さ
れ
、
難

度
の
高
い
作
品
に
も
挑
戦
さ
れ
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

◆
指
導
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ご
自
身
で
も
絵
画
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
ま
す
ね
。

　以
前
、
日
南
町
美
術
館
で
入
澤
俊
夫
先
生
（
故
）
の
「
水
彩
画
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
自
宅
に
絵
画
を
飾
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
買
っ
て
ま
で
飾
る
こ
と
は
無
理
な
の
で
、
そ
れ
な

ら
自
分
で
描
い
て
飾
ろ
う
と
挑
戦
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　そ
の
後
、
平
成
13
年
に
「
大
人
た
め
の
ク
レ
パ
ス
画
教
室
」
が
始
ま
っ

た
時
に
主
催
者
か
ら
参
加
を
勧
め
ら
れ
て
以
来
、
参
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

◆
ク
レ
パ
ス
画
の
難
し
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　ク
レ
パ
ス
画
教
室
で
基
礎
を
習
い
、
重
ね
塗
り
等
の
技
法
の
指
導
を
受

け
名
画
の
模
写
を
し
ま
す
が
、
一
色
の
み
で
描
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　色
の
出
し
方
が
難
し
く
、
中
々
思
う
よ
う
な
色
が
だ
せ
ま
せ
ん
。

◆
今
ま
で
描
か
れ
た
作
品
で
自
身
の
お
気
に
入
り
を
教
え
て
下
さ
い
。

　数
年
前
に
描
い
た
「
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
」
の
模
写
で
す
。
わ
り
と
す
ん
な

り
描
け
て
、
自
分
で
は
出
来
が
良
か
っ
た
と
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　粘
土
細
工
（
花
等
）
の
作
品
作
り
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

＊
手
芸
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
外
の

方
と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
丁
寧
に

指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　又
、
手
芸
の
他
に
も
絵
画
が
お
得

意
で
セ
ン
ス
が
よ
く
、
器
用
に
ク
レ

パ
ス
画
も
上
手
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。

「
大
人
の
た
め
の
ク
レ
パ
ス
画
教

室
」
で
は
、
一
番
の
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん

だ
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
お
元
気
で
、
益
々
ご
活
躍

下
さ
い
。

72
No.

社
会
教
育
推
進
だ
よ
り

　Thank you for your readership over the last two 

years. This is my final column as I will be concluding 

my time on the JET Program around the end of July. 

I want to thank everyone who has supported me 

here over the last two years, and I am grateful to all 

the people who have helped me edit my column. 

Living and working in Nichinan has been an incredible 

learning experience, and I am honored to have had 

the opportunity to serve as your ALT.

　Through my two years of working as an ALT in 

Nichinan, I’ve concluded that communicating 

successfully in a foreign language is not only about 

learning vocabulary and grammar, but also about 

cultivating a positive and proactive mindset towards 

communicating with others. 

　In the English conversation classes that I held this 

year, I often proclaimed this phrase to my students: 

“Loud voice, eye contact, and smile!” My goal with 

this phrase was to foster in my students a positive 

attitude towards communicating by encouraging 

them to speak audibly, make eye contact, and smile 

when conversing. The more my students practiced 

doing these things, the more comfortable they felt to 

interact with others in English!

　Soon, a new JET Program ALT will be coming to 

Nichinan, and I definitely encourage you to try 

reaching out to them. Even if you are not confident 

in your English language ability, being positive and 

doing your best to try to communicate is enough for 

a good start. Just remember̶loud voice, eye 

contact, and smile!

　この２年間、私のハッピーコラムを読んでいただ

いて、ありがとうございました。７月の下旬にJETプ

ログラムの任期を終えるので、今回のコラムで最後

となります。この２年間の滞在中に、お世話になっ

た方々、またハッピーコラムを丁寧に編集してくだ

さった方々に感謝の意を伝えたいです。

　日南町に住むこと、そして働くことは私にとって

大きな学びとなりました。ALTとして日南町に少し

でも貢献することができて光栄です。

　ALTの経験を通して確信したのは、外国語でコ

ミュニケーションをうまくとるためには語彙や文法

を学ぶことだけではなく、相手とコミュニケーショ

ンを取ろうとする積極的な気持ちを育てることが大事

だ、ということです｡

　今年、私が行った英会話教室では、生徒たちにこ

の合言葉を毎回伝えておきました：｢Loud voice, eye 

contact, and smile!」(大きな声、アイコンタクト、そ

して笑顔)。その合言葉の目的は、相手とのコミュニ

ケーションに対して積極的な気持ちをつくることで

した。合言葉を胸に、英会話の練習をすればするほ

ど、英語でコミュニケーションをとることに慣れ

て、生徒たちはどんどん会話ができるようになりま

した。

　そろそろ、新しいJETプログラムのALTが日南町に

来られます。是非声をかけてみて下さい。たとえ英

語の能力に自信がなくても、積極的にコミュニケー

ションをとれば、きっといいスタートになると思い

ます！「大きな声、アイコンタクト、そして笑顔」

の合言葉を忘れずに・・・

町
内
で
手
芸
指
導
を
さ
れ
、
ま
た
個
人
で
も
絵
画
を

楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
高
柴
玲
子
さ
ん
（
阿
毘
縁
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。



【 お問い合せ】 日南町教育委員会 　８２- １１１８

「生き抜く力」を育む保小中一貫教育

「日南町の英語教育」

　内閣府による分析

では、現状の出生率

で人口が推移してい

くと、今から40年

後、2060年頃には総

人口は９千万人を

割って8,700万人ほ

どになり、2100年頃には５千万人を割ると予想さ

れています。これからの日本について考えたと

き、間違いなく言えるのは、ますます国際化が進

み、外国人と触れる機会が増えていくということ

です。

　こうした社会変化を踏まえ、新しい学習指導要

領では、外国語教育がさらに重要視されていま

す。具体的には、小学校３・４年生で外国語活動

が導入され、５・６年生は外国語科となります。

また、中学校では高校で扱っていた学習内容が一

部前倒しされ、語数も増加することとなりまし

た。現在はその移行期間に当たりますが、小学校

では昨年度から３・４年生で外国語活動を始め、

先行実施に取り組んでいます。

　日南町では、これまでも英語教育に力を入れて

きました。古くはスコッツバレーとの交流に始ま

り、現在はシアトルへの小中学生海外派遣やシア

トルの中学生の受け入れによる海外交流事業、京

にちなん子ども応援隊だより No.74

　先日、川崎で凄惨な

事件が起きました。そ

こで今回は日南町の登

下校の様子をお知らせ

します。

　他の市町村に行かれ

て、小学校の登下校の様

子を見られたことがあり

ますか？たくさんのボラ

ンティアさんが見守られている地域があります｡

　日南町では、生山の駐在さんやボランティアさ

ん、学校の先生がパセオの前で見守ってくださっ

ていますが、毎日とはいかない状況にあります。

　川崎では見守りの保護者がいるにも関わらず事

件が起こってしまいましたが、大抵の犯罪を侵す

人は見守りの大人がいると嫌う傾向にあるそうで

す。また、犯罪を侵す人は下見をするそうです

が、その際、挨拶をよくする地域では顔を見られ

ると思い、そういう場所を嫌がるのだそうです。

　そこで、小学生・中学生を見かけられたら、ぜ

ひ声掛けをしていただけませんか？「おはよう、

いってらっしゃい。」「おかえり、さような

ら。」こんな風に挨拶や声かけをしていただくこ

とも、子どもたちの安全を守るための立派なボラ

ンティアです。日南町の小学生はシャイで挨拶が

できなかったり、声が小さかったりします。いろ

いろな人と挨拶を交わ

すことで、よい挨拶が

できるようになってほ

しいと思います。一

方、中学生の挨拶する

姿は素晴らしいです

よ。ぜひ見に来てくだ

さい。

　身近な、できること

からあなたも始めませんか？

　さあ、Let’s  try  together !!

　連絡先　教育委員会　82-1118

               コーディネーター携帯080-5232-7712

大留学生との交流、中学生の英語検定補助事業、

小中学校へのALT配置が実施されています。シア

トルへの海外派遣はこれまでの４年間、毎年10名

程度の小中学生が参加してきました。また、今年

度も７月３日（水）から５日（金）の３日間、シ

アトルの中学生が来町し、４日（木）には日南

小・中学校を訪問して授業体験などの交流を行う

予定です。さらに、中学生は年１回、全員が英語

検定を受験することとなっており、中１は５級、

中２は４級、中３は３級合格を目指しています。

　さて、これらの取り組みに大きな力を発揮して

いるのがALTですが、現在のALTのクラーク先生

が７月で任期を終えられ、アメリカに帰られるこ

ととなりました。クラーク先生には、平成29年７

月より２年間に渡ってALTとして小中学生の英語

教育に尽力していただきました。多くの小中学生

がクラーク先生との学習を通して英語への興味関

心を高めたり、英語でのコミュニケーションに慣

れ、自信が持てるようになったりしました。

　クラーク先生、２年

間ありがとうございま

した。小中学生のみな

さん、帰国されるまで

の間に、クラーク先生

とたくさん話してくだ

さいね。
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　町と連携事業を行っ

ている鳥取大学の１年

生11人が「にちなん中

国 山 地 林 業 ア カ デ

ミー」を訪れ、林業に

ついて学びました。

　午前は、林業アカデ

ミー専任講師小菅良豪さんから林業に関する講義を受け、

林業の現状や機械化などについて学びました。午後は、

新屋地内の演習林でヒノキの間伐体験を行い、受口の付

けられたヒノキをノコギリで伐採しました。生徒たちは

慣れない作業に疲れた様子もありましたが、普段できな

い体験を楽しんだ様子でした。

鳥大生が林業体験

　日南小学校統合10周年となる運動会が、町総合グ

ラウンドで開催されました。季節はずれの炎天下の中

での運動会となりましたが、児童たちは最後までベス

トをつくしていました。暑い中、見守った保護者や地

域住民の皆さんも熱い声援を送っていました。

令和最初の運動会
「ベストをつくして走りぬけ」

まちの話題まちの話題
５

19
５

25

　今年３月18日に大建工業株式会社（億田正則代表取

締役、大阪府）、株式会社オロチ（森英樹代表取締

役）、日南町森林組合（平田広志代表理事組合長）、越

井木材工業株式会社（越井潤代表取締役社長、大阪府）

の４社合弁で設立した「日南大建株式会社」（福知義久

代表取締役）の日南町での事業開始に係る協定書調印式

が鳥取県知事公邸で行われました。日南大建㈱は、木材

団地（下石見）に新工場を建設し、単板の防腐・防蟻処

理を手掛けます。この処理をされた単板で㈱オロチが防

腐・防蟻のＬＶＬを製造します｡

　県と町は、新

工場の設立と操

業に向けて県企

業立地事業補助

金や、町企業立

地奨励条例に基

づいて支援を行

います｡

鳥取県と日南町が支援

　株式会社ケイズ（松本啓代表取締役）とのJクレ

ジット売買契約の調印式が役場防災会議室で行われま

した。㈱ケイズとの売買契約は４年連続となり累計の

契約量は400トンになりました。松本代表取締役は

「環境貢献に取り組む企業として、会社が続く限り購

入を継続したい。」と話されました。今回の契約で契

約件数が約50件となり、累計販売量は1,397トンとな

りました。

４年連続の売買契約

５

27

６

 ７

こすが

おくだ  　まさのり

もり　 ひでき

ひらた　　ひろし

こしい　じゅん

ふくち　 よしひさ

よしたけ

　第50回上石見自治会記念大運動会が石見保育園グラ

ウンドで開催されました。運動会には上石見自治会の老

若男女約120人が参加し、遊戯５種目と総合リレーで得

点を競い合いました。中村町長と山本芳昭議長も応援に

駆けつけ、中村町長は「半世紀続いていることに敬意を

表します。今後も継続し

ていただきたい。」など

と激励しました。自治会

単位で行われる運動会

は、上石見自治会のほか

矢戸自治会でも毎年開催

されています｡

第50回記念大会
６

 2

やまもと　よしあき

まつもと    けい
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　30回で幕を閉じた大西満杯争奪鮎友釣り大会に変わる新たな大

会として、「大西満杯記念第１回日野川鮎友釣り選手権瀬田匡志

CUP」（主催：にちなん水を守る会水谷秀樹会長）が生山地内の日

野川で開催されました。全国から80人以上の太公望が集結し、腕

を競いました。大

会は予選と決勝が

行われ、予選の上

位10人で争った

決勝の結果８尾釣

り上げた日野町の

瀬田将太さんが、

第１回の優勝者と

なりました。

第１回瀬田匡志CUP

　第61回鳥取県西部消防ポンプ操法大会が

米子市で開催され、ポンプ車の部に多里分

団が出場しました。

　多里分団は大会では規律正しい操法で３

位の好成績を収めました。惜しくも県大会

への出場は果たせませんでしたが、上位の

分団にも全く引けをとらない抜群の操法を

披露しました。

　多里分団はこの日の大会の為に２月から

濵田分団長指揮のもと、厳しい練習を行っ

てきました。この好成績は各団員のご家族

をはじめ、練習に励む分団への周囲の皆様

の温かいご理解とご協力があって達成でき

たものであります。ご声援、応援をいただ

き、ありがとうございました｡

 【出場団員】
　  指揮者　　　副分団長　松尾　敦史

　  １番員　　　団　　員　長谷川直人

　  ２番員　　　団　　員　青戸　一也

　  ３番員　　　団　　員　古垣内大輔

　  ４番員　　　団　　員　西村　寿博

　  吸管補助員　団　　員　新田　賢宏

　阿毘縁地域振興センターでコミニティースペース「あげそげカ

フェ」がオープンしました。カフェは同センターの交流ホールを開

放し、月曜から金曜の10時から16時まで行われます。（職員不在

の場合はお休み）初日となったこの日は、特別に阿毘縁むらづくり

協議会荒金敏文会長のサックス演奏などがあり、集まった約30人

のお客さんを楽しませました。同センター藤原幸子事務長は「事務

長として研修を受けるなかで、

こういう気軽に集まれる場所を

作りたかった。毎日少ない人数

でも来てもらいたい。」とカ

フェのオープンを喜んでいまし

た。

気軽に集えるカフェが誕生

日南町の田植え最盛期
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まちの話題まちの話題
西部消防ポンプ操法大会
多里分団が３位の好成績

6

9
6

9

6

10

あらかね   としふみ

まつお　　　　 あつし

はせがわ　　なおと

あおと　　　　かずや

ふるがいち　 だいすけ

にしむら　　　 としひろ

にった　　　　よしひろ

ふじわら    さちこ

今年も町内各地で田植えイベントなどが行われました。

５/19 象印新入社員田植え体験（印賀）

５/21 ヤンマー社員田植え体験（山上）

５/26 水田オーナーズクラブ
　　　 田植えイベント（山上）

５/28 日南小５年生田植え（霞）

５/29 石見保育園田植え（上石見）

みずたに ひでき

せ　  た しょうた



長年の活動が評価されました

　九塚川河川公園管理運

営委員会（小竹等委員

長）が、５月18日に開催

された第30回全国「みど

りの愛護」のつどいで

「都市緑化功労者」県知

事表彰を受賞し、中村町長を訪れ報告を行いました。

今回の受賞は、年２回除草や竹の伐採など行い、盆踊

り大会の会場などとして公園を管理し、地域の環境美

化意識の高揚や快適な公共空間の保全が評価されたも

のです。小竹委員長は「活動を継続し、地域の集える

場所にしていきたい。」と決意を新たにしていました。

　石見まちづくり協議会（吉澤晴美会長）が主催の

「花口歴史ウォーク」が三本松グラウンドゴルフ場を

スタートに行われました。参加者は、旧石見東小学校

花口分校の裏山にある江戸時代初期にたたら製鉄で栄

えた矢田貝家墓地や、15世紀末の花口宝篋印塔などを

巡り延べ７キロの

コースを、花口遺跡

保存会の奥迫広人さ

んと町観光ガイドの

中村秀人さんの説明

を受けながら新緑の

中のウォーキングを

楽しみました。

５

22花口の歴史を辿る

まちの話題まちの話題
５

26

こだけ ひとし

ほうきょういんとう

令和元年度鳥取県
社会教育委員連絡協議会表彰

　鳥取県社会教育委員連絡協議会総

会が行われ、白根早苗さん（茶屋）

が受賞されました。この表彰は、お

おむね10年以上市町村の社会教育

委員として活動し、その功績が顕著

だった方を表彰するものです。

　白根さんは、通算13年にわたり

町社会教育委員を務められたほか、

生涯教育推進員、山上まちづくりの

会住民学習部長として、地域の生涯教育のリーダーと

なり生涯学習の推進に尽力されてきました。以前には

レディース日南連絡会議の会長として町内における女

性団体の連携をはかり、日南町男女共同参画推進委員

副会長としても、男女が対等な立場で社会活動に参画

できる地域社会の実現に寄与されてきました。

　長年にわたるこれらの功績が認められ、今回の表彰

となりました。白根さんおめでとうございました。

　2019年ナイターリーグの開会式が総合グラウンドで

行われました。開会式では昨年同時優勝したブラッ

ク・スペシャルズ、ブルータス、マニモスが優勝旗を

返還し、中村町長が選手たちに激励の言葉を送ったほ

か、昨年のナイターリーグMVPに輝いた中嶋玄大選手

（マニモス）の表彰も行われました。開会式に引き続

き行われた開幕戦

ではマニモスとブ

ルータスの昨年優

勝したチーム同士

が対決しました。

開幕戦に先立ち中

村町長の始球式も

あり、今年も熱戦

の火蓋が切って落

とされました。

５

27
中村町長の始球式で開幕

５

27

設立記念の講演会

　今年度から一般社団法人化した日南町観光協会（中村英

明会長）の設立記念講演会が、ふるさと日南邑ファームイ

ンで行われました。講演会は、町内を中心に長年、オオサ

ンショウウオの研究をされているNPO法人日本ハンザキ研

究所理事長の岡田純さんを講師に『「HANZAKE」を日南

町から世界へ、世界から日南町へ』と題して行われました。

岡田さんは、オオサンショウウオの保全についてや、オオ

サンショウウオが生息できる環境をPRできるシステムの確

立などについて話されま

した。講演会後には法人

化後初の総会が行われ、

エコツーリズムの実施な

ど交流人口の増加を目指

すことなどが確認されま

した。

６

１

なかしま げんた

　林野庁の本郷浩二次長など林野庁幹部が「にち

なん中国山地林業アカデミー」などを視察しまし

た。役場を訪れた本郷次長らは町長室で丸山副町

長、平田広志日南町森林組合長から町の特色と林

業振興施策などの説明を受けた後、株式会社オロ

チの工場を視察しました。視察の最後に宮内地内

の林業アカデミー

演習林を訪れ、林

業アカデミー生徒

の現場研修の様子

を見学し、林業ア

カデミーの概要説

明や生徒との意見

交換が行われまし

た｡

林野庁次長が
林業アカデミーなどを視察

６

３
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おかだ すみお ハ ン ザ ケ

ほんごう こうじ

ひらた ひろし

よしざわ

おくさこ ひろと

しらね さなえ

ひでとなかむら

はるよし
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日　経　新　聞 （にちなん経済新聞）2019年（令和元年）６月25日
お仕事

1体に4～5日かかります。始めは杖を持ったお馴染み
のポーズで作っていましたが、途中からはデザイン
の希望を聞いて、本を待ったりチェーンソウを持っ
たりと様々なパターンのオッサンショウオを作るよ
うになりました。材にカーボン紙で下書きをして
作っています。

やりがいや今後の抱負は

やりがいはいろいろとパネルを紹介してもらえた
り、寄贈したところに喜んでもらえることです。こ
れからも大切にしていただけると嬉しいです。今後
は、体が元気なうちはパネルを作りたいと思ってい
ます。現在、32ヶ所なので40ヶ所くらいまではがん
ばって作りたいです。

プロフィール

きっかけは20年くらい前に農機具の展示会で、木工用
のろくろを購入したことです。木工をするグループに
入り、いろいろ作るようになり親しい人に作品をあげ
ていました。参加している人生学園のプレゼントも15
年くらい作っています。趣味でしていた木工ですが、
道の駅ができて誘われたのでボールペンやふくろう、
茶たくなどを出品しています。

町公式キャラクターとしてオッサンショウオが誕生し
たのがきっかけです。町の活性化になればと、役場・
文化センター・多里まちづくり協議会・上萩山自治会
の4ヶ所に作成し、寄贈したのが最初でした。先日、森
林組合・イチイ荘・日南邑・ゆきんこ村に寄贈して、
全部で32ヶ所に寄贈させていただきました｡

がんばる！
　にちなんびと 杠　一司 さん（85歳）

ゆずりは かずし

S8年日南町に生まれる。
中学校を卒業後、米子市内の専門学校へ。
大工として働く傍ら木工を始める。
Ｈ27年からオッサンショウオのパネルを作り寄贈
されている。

制作にかかる期間は

木工を始めたきっかけは

オッサンショウオのパネルを
　　　　　　作ったきっかけは

このたび新たに４ヶ所に

　オッサンショウオのパネルを

　　　　　　　寄贈いただきました。

ふるさと日南邑ファームイン

イチイ荘

ゆきんこ村四季彩

日南町森林組合
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災
害
か
ら
命
を
守
る

〜
災
害
時
の
避
難
を
促
す
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
〜

災害で犠牲者を出さないために国が大きく方針転換
　昨年の７月、９月の豪雨災害をはじめ、被災地では避難勧告等の避難を呼びかける情報が出ていたものの、多
くの人が自宅に留まり、土砂に埋もれるなどして犠牲者が発生しました。
　この結果をもとに国が検討した結果、従来から行われてきた「行政主導の防災対策を強化する」という方向性
を根本的に見直し、住民が「自らの命は自らが守る」意識を持って自らの判断で避難行動をとり、行政はそれを
全力で支援するという住民主体の取組強化による防災意識の高い社会を目指す方向に大きく転換します。
　行政が引き続き防災体制の強化と的確な避難に関する情報の提供を推進することに変わりはありませんが、住
民の皆様は、自分の命は自らが守る強い意志を持ってください。
　近年、身近でも数年に一度、数十年に一度といわれる自然災害が頻発するようになり、「これまで大丈夫だっ
た」、「これまで避難したことがない」という経験が通用しない時代になりました。自然が豊かな日南町ではど
こでも災害が起こる危険があります。災害が起こる前に安全なところに避難し、犠牲者を出さない社会作りを目
指しましょう。

問 役場総務課　82-1111

　
昨
年
７
月
と
９
月
の
大
雨
で
は
町
内
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
、
人
的
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
町
内
全
域
で
大
変
危
険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
命
を
守
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、
安
全
な
と
こ
ろ
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

　
避
難
す
る
時
期
を
判
断
す
る
た
め
に
町
で
は
６
月
か
ら
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
」
、
「
避
難
勧
告
」
、
「
避
難
指
示
（
緊
急
）
」
と
あ
わ
せ
て
新
た
に
５
段
階
の
警
戒
レ

ベ
ル
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
危
険
が
迫
っ
て
い
る
程
度
を
理
解
し
、
適
切
な
時
期
に
安
全
な
と
こ
ろ
へ
避
難
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
自
身
が
周
囲
の
状
況
か
ら
危
険
と
判
断
し
た
場
合

は
町
か
ら
の
情
報
を
待
た
ず
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

警戒レベル 避難情報等 住民がとるべき行動 警戒情報相当情報

警戒
レベル５

警戒
レベル２

警戒
レベル１

警戒
レベル４
全員避難

警戒
レベル３
高齢者等
は避難

災害発生情報
（市町村が発令）

避難勧告
避難指示（緊急）
（市町村が発令）

洪水注意報
大雨注意報
（気象庁が発表）

早期注意情報
（気象庁が発表）

避難準備・
高齢者等避難
開始
（市町村が発令）

すでに災害が発生していま
す。命を守るための最善の
行動をとりましょう。 

速やかに避難先へ避難しま
しょう。
避難所までの移動が危険と
思われる場合は、近くの安
全な場所や自宅内のより安
全な場所に避難しましょう｡

避難に時間を必要とするひ
と（ご高齢の方、障害のあ
る方、乳幼児等）とその支
援者は避難しましょう。そ
の他の人は避難の準備を整
えましょう。

避難に備え、ハザードマッ
プ等により、自らの避難行
動を確認しましょう。

災害への心構えを高めま
しょう。

気象庁、国土交通
省、都道府県等が
発表

これらは、住民が
自主的に避難行動
をとるために参考
とする情報です。

警戒レベル５相当

氾濫発生情報
大雨特別警報　等

警戒レベル４相当

氾濫危険情報
土砂災害警戒情報
等

警戒レベル３相当

氾濫警戒情報
大雨警報　等

日南町の指定避難所・指定緊急避難場所

日南町役場
日南町総合文化センター
山上地域振興センター
阿毘縁地域振興センター
大宮地域振興センター
多里地域振興センター
石見地域振興センター
福栄地域振興センター

霞800番地
霞785番地
笠木304番地
阿毘縁1238番地1
印賀1516番地
多里826番地
上石見723番地1
福塚992番地

施 設 名 住　所

○
○
○
○
○
○
○

指定避難所

82-1111
77-1111
82-0933
87-0909
87-0911
84-0151
83-0711
83-0454

連絡先

○
○

指定緊急避難場所

※指定避難所とは？
災害の危険がなくなるまで必
要な期間滞在し、または災害
により自宅へ戻れなくなった
場合、一時的に滞在すること
を想定した施設です。

※指定緊急避難場所とは？
災害の危険から命を守るため
に緊急的に避難をする場所です｡



「前輪が工具なしで外せる自転車は､しっかりと固定確認を!!」
【事　例】工具を使わなくても前輪が取り外せるクイックレリーズハブ式の自転車に乗っていると

き、勝手に前輪が外れて転倒し、右手を骨折し、顔面をすりむくという大けがを負った。自転車に問

題があるのではないか。（20歳代・男性）

【対処法】①クイックレリーズハブの自転車は、車軸の固定をしっかり行う必要がありますから、乗

車する前にはきちんと車輪が固定されているかどうか必ず点検してから乗るようにしましょう。②

2012年以降、前輪が外れてけがを負ったという記録は21件あり、このうち１ヶ月以上の大けがは９

件発生しています。③車輪を固定する場合は、カムレバーをしっかり倒して、てのひらが痛く感じる

ほど力を入れて倒しておきましょう。④１年に１度は販売店で定期的に点検を受けるようにしましょ

う。※何か問題が起こったら、企画課の消費相談窓口で相談しましょう。

vol.48

平日：役場企画課　TEL  82-1115　　土･日：鳥取県消費生活センター　TEL  0859-34-2648

に電話してください。

これまでの０５７０－０６４－３７０も使えます。

は
い
！ 

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
す

福田登代子 相談員

く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
や
最
新
の
消
費
生

活
ト
ラ
ブ
ル
を
お
伝
え
し
ま
す
。
知
っ
て

お
く
と
適
切
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

　
ま
ず
右
の
写
真
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵

の
下
部
を
押
し
曲
げ
て
イ
ノ
シ

シ
が
侵
入
し
た
痕
跡
で
す
。
こ

の
よ
う
な
痕
を
見
る
と
、
イ
ノ

シ
シ
の
力
は
ス
ゴ
イ
か
ら
、
ど

う
し
よ
う
も
な
い
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ

の
よ
う
な
侵
入
を
さ
れ
た
の
に

は
施
工
の
「
弱
さ
」
が
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
設
置

場
所
と
結
束
位
置
で
す
。
こ
の

地
点
で
の
状
況
を
図
で
示
す
と

左
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
１
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

支
柱
と
柵
の
結
束
位
置
が
「
高

い
」
こ
と
で
す
。
右
図
の
Ａ

の
●
が
結
束
位
置
を
表
し
ま

す
。
こ
の
位
置
が
高
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
そ
こ
を
支
点

に
し
て
曲
げ
や
す
く
な
り
ま

す
。
柵
下
部
の
結
束
位
置
は

「
地
面
か
ら
１
段
目
」
が
鉄
則

で
す
。

　
２
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

設
置
場
所
が
「
斜
面
」
で
あ

る
こ
と
で
す
。
柵
の
下
部
を

し
っ
か
り
と
地
面
に
突
き
刺

し
て
い
て
も
、
図
の
Ｂ
の
距

離
が
短
い
た
め
、
踏
ん
張
り

が
き
か
な
い
状
態
に
な
り
ま

す
。
地
形
上
、
ど
う
し
て
も

斜
面
に
立
て
る
し
か
な
い
場

合
を
除
き
、
出
来
る
限
り
平

ら
な
と
こ
ろ
に
立
て
る
こ
と

が
鉄
則
で
す
。

　
最
初
の
写
真
は
、
結
束
位

置
が
高
く
、
斜
面
で
の
設
置

だ
っ
た
と
い
う
２
つ
の
弱
点

に
付
け
こ
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

　
何
度
も
侵
入
を
繰
り
返
さ

れ
る
場
所
に
は
、何
か
「
弱
点
」

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

獣害対策
最前線

付けこまれる
弱点

日野郡鳥獣被害対策協議会
実施隊チーフ　木下卓也
【問い合わせ】72-1399

いつまでも明るく元気に!! いきいき百歳体操
このコーナーでは、各地域で行われている百歳体操の様子を紹介していきます。

　
ひ
ば
り
会
は
、
い

き
い
き
百
歳
体
操
を

町
内
で
一
番
最
初
に

始
め
た
団
体
で
す
。

毎
回
18
人
程
度
が
集

ま
り
、
体
操
の
あ
と

は
お
茶
を
飲
ん
で
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
ト

ラ
ン
プ
を
し
た
り
し

て
、
い
つ
も
明
る
く

元
気
で
楽
し
い
皆
さ

ん
で
す
。

日
時
：
毎
週
月
曜
日
　
12
時
30
分
〜
16
時

場
所
：
桜
ヶ
瀬
会
館

百
歳
体
操
の
先
駆
者

ひ
ば
り
会
（
多
里
）

　
丸
山
も
み
じ
会
は
、
な
ん
と
今
年
で
１
０
０
歳

に
な
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
お
ら
れ
ま
す
。
体
操
後

の
お
茶
で
は
、

小
分
け
さ
れ
た

数
種
類
の
お
菓

子
が
並
び
ま

す
。
メ
ン
バ
ー

は
14
人
で
、

ゆ
っ
た
り
と
お

昼
ま
で
の
時
間

を
過
ご
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

日
時
：
毎
週
火
曜
日
　
９
時
〜
11
時
30
分

場
所
：
丸
山
多
目
的
集
会
所

百
歳
体
操
の
先
駆
者

丸
山
も
み
じ
会

17　  広報にちなん令和元年7月
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19　  広報にちなん令和元年7月 □ □ □ □ □ □ □

第74回日野郡民総合体育大会催し

㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

㈯㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

㈰

東京2020オリンピック聖火リレーの聖火ランナー公募について募集

□ □
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飼い主のいないねこの不妊・去勢手術費を助成しますお知らせ

□

□

飼い猫の避妊・去勢奨励事業お知らせ

□
□

□

犬と猫の譲渡会の開催について催し

□
□

□

□

にちなん糖尿病教室のご案内催し

□
□

□

□

いのちをいただく食育について
～JA全農ミートフーズの食育の取り組み～催し

□
□

□ □

自衛官募集と自衛官採用説明会についてお知らせ

□

サマージャンボ7億円
（1等5億円・前後賞各1億円合わせて）

サマージャンボミニ5千万円
（1等3千万円・前後賞各1千万円合わせて）
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

 7月2日●火2種類同時発売!
発売期間 7/2（火）～8/2（金）

各1枚 300円

公益財団法人鳥取県市町村振興協会



21　  広報にちなん令和元年7月 □ □ □ □ □ □ □

2019年度労働セミナーの開催について催し

□
□
□
□

□ □

全国一斉不動産表示登記無料相談会のご案内催し

□
□

□

遊びの広場の開催について催し

□ (日）
□

□

□

日南町結婚仲人報奨金制度・同窓会開催支援補助金制度についてお知らせ

⑴　

⑵　

⑶　

　　⑷　
⑸　

　　⑴　

　　⑵　

□

ごみの分別についてのお願いお知らせ

□

司法書士による「無料法律相談会」催し

□

□
□

□

日南町役場　敷地内禁煙のお知らせお知らせ

□
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自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

お
互
い
に
親
を
亡
く
し
た
と
絆
深
め
る

　
　

  

　
　茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

シ
ャ
ボ
ン
玉
流
れ
て
今
年
の
桜
の
精
と
な
る

　
　

  

生
　山
　渡
辺
　圭
子

嫁
い
で
半
世
紀

　悲
し
い
事
も
良
い
事
も

　
　

 

　茶
　屋
　岸
本
　治
枝

自
由
な
今
が
花
と
思
っ
て
過
ご
し
て
ま
す
桜
満
開

　

 

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

宿
の
お
膳
は
海
の
幸
箸
袋
そ
っ
と
鞄
に
し
ま
う  

　茶
　屋
　木
山
　操
子

春
の
じ
い
ご
玉
で
遊
ん
だ
事
も
今
は
遠
い
昔
の
事

　印
　賀
　久
代
　幹
子

少
し
お
洒
落
な
服
を
着
て
少
し
お
洒
落
な
顔
に
な
る

　茶
　屋
　木
山
　輝
子

平
成
の
終
り
年
号
紙
幣
も
か
わ
る

　
　
　
　
　
　

  

生
　山
　弓
場
　里
恵

平
和
な
空
に
も
争
い
が
鳶
が
鴉
に
追
わ
れ
ゆ
く

　

  

茶
　屋
　小
林
　道
子

立
寄
っ
た
友
の
家
栄
華
の
後
無
く
朽
ち
果
て
て

　

  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

あ
た
た
か
き
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
に

　
　
　
　
　

  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

歳
時
記
は
亡
夫
の
形
見
や
多
佳
子
の
忌

　
　
　

  

　宮
　内
　田
辺
登
志
美

畔
に
立
つ
鷺
舞
お
り
る
青
田
風

　
　
　
　
　

  

　
　宮
　内
　船
越
　裕
子

風
吹
く
や
命
漲
る
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　

  

　
　豊
　栄
　花
倉
美
佐
子

裏
山
の
緑
消
る
る
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

久
び
さ
に
「
ど
げ
ん
し
と
っ
か
あ
」

　女
友
の
声
博
多
の
海
の
波
音
の
ご
と

宝
　谷
　横
谷
　秀
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　休
み
処
を
造
っ
た
よ

　気
の
合
う
仲
間

　グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

下
石
見
　浅
川
　三
郎

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
志
を
伝
え
る
手
話
。
鳥
取

県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。

 

日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス

で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
サ
ー
ク
ル
年
会
費

　１
５
０
０
円

７
月
７
日
（
日
）
７
月
21
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

場

　所

　文
化
セ
ン
タ
ー

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

「
元
気
」

「
健
康
診
断
」

「
体
」

さ
い
じ
き

あ
ぜ

う
ら

み
ど
り
け
さ

さ
ぎみ

な
ぎ

つ

　ま

　今
月
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
で
、
百
歳
体
操
を
紹
介
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
日
南
町
出
身
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
機

会
に
皆
さ
ん
に
、
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
出
か
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
取
材
に
う
か
が
っ

た
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　地
域
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
６
月
10
日
に
阿
毘
縁
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
「
あ
げ
そ
げ
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
１
０
０
円
（
３
杯
ま
で
）

で
、
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
の

使
い
方
な
ど
分
か
ら
な
い
な
ど
あ
れ
ば
手
助
け
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
で
す
。
初
日
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
あ
り
、
30

人
近
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
毎
日
お
客

さ
ん
が
あ
る
よ
う
で
す
。
お
近
く
に
行
か
れ
た
際
に
、
休

憩
に
よ
ら
れ
て
み
て
は
い
い
か
が
で
す
か
？

　今
月
も
一
句

　「
一
緒
に
す
る

　百
歳
体
操

　意
外
と
き
つ
い
」

編
集
後
記

役
場
企
画
課
　
８
２

－

１
１
１
５

問

７
月
の
日
程

「
診
察
を
受
け
る
」

左手の手のひらを手
前に向けて、右手の
人差し指と中指を伸
ばし左手の甲を２回
たたく。

両手でこぶしを作り
２回下げる。

右手の手のひらで体
をなでるように円を
描く。

と

も

は
な

広
報
に
ち
な
ん
６
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正

　広
報
に
ち
な
ん
６
月
号
の
監
査
委
員
選
任
の
記
事
で
名
前
の
表
記

に
、
行
政
相
談
員
の
記
事
で
名
前
の
読
み
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　誤

　岩
崎

　昭
男
さ
ん

　↓

　正

　岩
﨑

　昭
男
さ
ん

　誤

　に
し
む
ら 

し
ゅ
う
じ 

さ
ん
↓

　正

　に
し
む
ら 

し
ょ
う
じ 
さ
ん

お
詫
び
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日南町観光協会 TEL 82-1715

２０１９年
７ 月 号

【ホタル保護活動ならびに環境整備実施のご報告】
　６月１６日（日）、福万来ホタル乃国の開催を控え、ホタルを保護する活動の一環である
遮光ネット設置の準備や、シャトルバス発着場整備を実施しました。これらに加えて、観賞
される方も気持ちよく過ごしていただくための草刈りも同時に行いました。
　この日は、町内外より約４０名の有志が参加し、中でも、町外より参加いただいた５名の
方に保護活動を共に行った仲間の証として【福万来ホタル乃国２０１９アンバサダー認定証】
が「にちなんエコツーリズム推進協議会」会長の新田浩志さんより贈呈されました。
　悪天候により作業は難航しましたが、同じ目的を持った仲間同士で時間いっぱいやり遂
げ、最後は日南米のおにぎりで空腹を満たし、参加者同士、労をねぎらいました。
　雨の勢いも次第に弱まり、次はホタルの期間に再会しましょうと約束を交わし、散会とな
りました。

いよいよ開催！福万来ホタル乃国２０１９について
　６月２７日（木）から7月１０日（水）まで開催する福万来ホタル乃国２０１９では、ホタルの生

息地環境保護の観点から本年も入国料として５００円を頂戴いたしますが、日頃よりホタルの

保護活動にご理解とご協力をいただいている町内在住・在勤の方向けに、入国券の割引券
を本号に添付（右図参照）しております。本割引券は町外の方と一緒にご来場いただいた場合
でもご利用いただけます。町内外を問わず、多数お誘い合わせのうえ、福万来のホタルの美し

さと、下記のような保護活動へのご理解を深めていただく機会としていただきますよう、よろし

くお願いいたします。（文・山本真也）

　先日、町内で生まれた赤ちゃん宅のお祝い訪問

をしました。その日は５軒の６人でした。４月か

ら５月にかけて生まれた赤ちゃんが対象でした。

これからあと３人のお宅を訪問する予定です。

２ヶ月間の間に子どもは合計９人になります。

　担当課に聞くところによると、今年11月末までには、15

人になる見込みとのこと。年度末までには20人になるかとも、

内心とても喜んでいます。

　生後１ヶ月や２ヶ月のなる赤ちゃんを抱かせていただき、

家族の方と記念写真を撮らせていただいていますが、誤って

落としてはいけないと、とても緊張します。幸い泣き声もな

く終わることが出来ましたが、かわいい赤ちゃんを見るとす

くすく元気で大きくなってほしいと心で願いながら写真撮影

と普段あまり面談しながら会話する機会がないお母さん方と

何気ない会話をすることができ楽しい時間でした。

　小さな町だからこそできる嬉しい半日でした。この子たち

が成人するのは20年先。その20年先に日南町で生まれ育っ

てよかった。魅力あるまち、暮らしやすいまちと思ってもら

えるように頑張らなくてはと気持ちを新たにしたところです。

　お誕生おめでとうございます。

（令和元年５月16日～令和元年６月15日受付分）

令和元年5月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 2,030 （−  3）  ■人 口  4,568 （−  2）
■    男 2,155 （＋  1）  ■    女  2,413 （−  3）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

瀧　田　 　夫 　   89歳　　　  神戸上
原　　　 　子 　   95歳　　　  三　栄
岩　崎　宣　誉 　   88歳　　　  三　栄
山　根　惠美子 　   83歳　　　  矢　戸
西　村　 　久 　 100歳　　　  上石見
新　田　三樹夫 　   84歳　　　  福寿実
福　田　絢　子 　   81歳　　　  福　塚

氏　　名　　       　     届  出  人　　　      住　所 
ご誕生おめでとうございます

な　ぎ　と

福　田　梛　人　   真　大　　　福　塚

23　  広報にちなん令和元年7月

大　塚　卓　也　　　　　　　　福万来
(伊田) 　万里加　　　　　　　　丸　山

ご結婚おめでとうございます
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　今年もホタルの季節となりました。日南町のホタル鑑賞といえば「福万来ホ

タル乃国」ではないでしょうか。ホタル乃国の地元「山上まちづくりの会」

（坪倉幹也会長）では、このホタルの保全を目的とした様々なグッズを作成さ

れています。Ｔシャツやタオルなどのグッズには、福万来ホタル乃国のキャラクター「福ひかるくん」と「万来あかり

ちゃん」が描かれたカワイイデザインになっています。グッズは道の駅「にちなん日野川の郷」で販売されていますので、

福万来ホタル乃国へのシャトルバスの待ち時間やお帰りの際に、観光の記念にお一ついかがでしょうか。

　なお、道の駅は福万来ホタル乃国開催期間中は22時までナイター営業をしています。

山上まちづくりの会

福万来ホタル乃国グッズ
「ホタル鑑賞の思い出に」

日南町特産品

山上まちづくりの会 TEL 8２－0933問

町内で撮影した写真であればなんでも応募可能！
○応 募 先　①メール　s0200@town.nichinan.lg.jp　②持参
○必要事項　①写真データ　②お名前(ペンネーム可)　③連絡先(電話番号)　④撮影時期
　　　　　　　⑤撮影場所　⑥題名とエピソード
○応募締切　毎月5日（随時募集中！）町のPR等で使用させていただく場合があります。
【お問い合わせ先】　役場企画課　TEL82-1115

投稿写真募集中！

求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種求む情報！まちの希少種

　里山や丘陵地のやや明るく乾燥気味の林
床、林縁、山道沿いに生育する多年生のラ
ン。茎は直立し、30cm程度。花期は4～5
月。金色の花は全開することなく常に半開き
状態。里山の遷移や管理放棄により激減し
た。野生ランブームでの乱獲が追い討ちをか
けた。保護するためには、明るい広葉樹林を
維持することが重要。

キンラン（ラン科)

鳥取県絶滅危惧Ⅱ類　環境省絶滅危惧Ⅱ類

投
稿
者
：
マ
ッ
キ
ー

時
期
：
５
月
18
日

撮
影
場
所
：
北
の
原
橋

『
令
和
の
鯉
の
ぼ
り
』

今
年
も
、
霞
の
鯉
の
ぼ
り
が
元
気
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

平成30年５月13日生まれ

（父）裕樹さん　（母）美和さん

佐々木　美樹 ちゃん【 霞 】
み  き

「
お
っ
き
い

　
　じ
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

　ひとりで立つようになり、もうじき歩きそうで

す。一緒に散歩するのが楽しみです。

　「ちょうだい」「どうぞ」のやりもらいが上手

になりました。

　「しっかり食べて、大きくなってほしいな」と

お母さん。

今月の 1枚 Vol.25

ふく ま　 き


